
曇レ轟ゾ
藁 爵 ヾ ュ_
J シ́F F  ゝ

/行
、′虜8二好Lf薦キiご

墓じ髪レ、遊1日 てヽでが .`づメ柔為え久て
いわtfご し`のここ∠′3し ま`す。

シルだオのう毛:動も4ア月ロヒ毎狗ナました。漁頭から:ゎ ホ`つた」:こ⌒i婚じた。
本れ各多実のこでρ′駐`gス ′ヽレントiC箋評てしヽ1・珂「

じ・ろごこのてい°ごんメ象亀ど`こで:竿
・
てヽ`T6

ノくlら 脅ヽな究者ラで庭1夕こフてしヽごたし`ヽてヽ
tずノイマ。

罐
毬
JL 維

「

ψヘ
r・  `
t  ヽ

郷

だ曰えチ ミん

工
｀
1瞬
′こじ子さん

電
∫
Ｆ
ｇ

ｙ

〕
'ヽ` 0鱈

一
ビ

岬
一

一ｒ

ダ

請

所
楓

百
槙

瀬
綺
．

げ
ｌ

θ
ｊ
′
身
／

2。 新へ生得介・
登たて

ξ多じくわ じ]ず

1オな°
/ :J

蘇負ヽヽ

3,F妙、な :fでュ:て つblて
′・
1争額め盈粂ノ＼ヤ

「
脅人て

t｀ルクト′f久え夕るでもめ
flよ すo人工から』み鉾:

(fか l夕 て彰ζ後ぐ男資、て子新ての夕7新 でヽをうれてとヽます。このワ升奪
こノぞ二∫ご

杉髪宅の1こ「ラじう4ム
`ご

ずζ公じ夕 」`だどこ子どfヽもの潔ととではちJt′
ι
l脅し、で、ずた。ハャ|ず竃そ

・こЛ,偕[奪琢て多珂産多いたのふ。わクtろ ぎご孝オ、``ジらた

ので、ごt縄今じiづ◆「 舞
虚移し、た多癸か人″ぐ`筵夕色フニカデ

ごノて
`ご

寃たててし1「ことくゼられる。だ:よ ケ形をめヤ.猪人:こ なろえヽ矛ヽらこさム

づかiτ てヽ た`多ぐに多小武てしヽろみた
1`_御 らとカデ:プ マ∠蜜ね/合わせた

子のこ守て
も`↓富許人の

・
ジ;■ 多夕めたわ:アで

・lJな しヽとし`うれ著ちム`、`粂冬わ:りの

方の「象ィの看 l嚢数のかし
(′、_て き縣柔ぅた夏z、 ムヽす」をしヒウ声名ミズわえ

て、ヽれ そのィタ脅 人 たしてガ位左るこ立二 て亦ら
1護 ワヽ脅「■二豊」

1乾
Fと′ぞさま」

咤なヽ ふヽ爵な二⊃家メみをこ象嵐なと
1の 名彦医笙″ムしてし`ん。』

イ量 鰤 鷲餃 ごヽ_サ
ノ

佐』ゃ叉寿二 |こ 行フてスました。ノL幌 でヽの票孝2乗ねての家′『
でt言ぅ

2曰 ピ∫ま奪顔川ん壷jfィ了〈裂働で推末へ、多勧も安した。夕|メヘの霧勧
t恵 4鋒晟〉人工かがつて人衰でヽした。りにご`行ってまかフたで`ず。
′ぞ
‐彦lJみ義tJ場混子か弩`イア`クで見えなしヽここのか`多しヽ落ヤ紺のJ影幕マでも何g乃 孝ヽFフζ
し|口為見らlt録 しヽ方↓しヽそそうでヽず。・例 Z今顧、オノ勢で| こτ、多亀しく、ぞ堵争明
だ %′事の率2見るこ∠かて マヽ ブ 、`ノ好 ~ア メ`デイメ ｀  、 し/J｀ し ″滅β月の1軟 2き しヽでt奮ル、

i/こ ―、

きのオ

ムti多
ノ :メニれて、嗜じ脅。♪鬱lrr rゴかバて箭移ヽ (ご豚3ろ ～」 ム0｀1啜 |ミ カ々ヽ
れ_層爾γん一の水乞rゴ=え た変ぃ 消ヽド F</も

t`ミ ク墳: ,メレl「′「 |べ じ lヽ 0

′本:聯')染 鉾摯γまで` じlJ｀
｀
らく4呻 !`ノ

ぞク争ず。と`
｀
今であ`φ`撃あ`人孝 :ξ みヽずざし下ぎしヽ″

て「 Fヽニ
ト九■lЙ藁

し   しだ ｀■安クJ


